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一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
白
紙
で
見
直
す
こ
と
と
し
た
こ
と
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

し
ゅ
ん

日
本
原
燃
株
式
会
社
再
処
理
事
業
所
再
処
理
施
設
が
竣
工
し
て
い
な
い
状
況
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

現
在
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
」
と
い

う
。
）
の
事
故
を
い
か
に
収
束
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
事
態
の
収
束
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
徹
底
的
な
検
証
を
行
い
つ
つ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
進
め
方
を
含
む
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の
御
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
く
現
時
点
で
の
経
済
産
業
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
の
見
解
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
時
に
運
転
中
で
あ
っ
た
第
一
号
機
か
ら
第
三
号
機
ま
で

に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
は
制
御
棒
挿
入
を
経
て
正
常
に
自
動
停
止
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
動
作
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
全
て
の
号
機
に
お
い
て
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
が
、
第
四
号
機
に
附
属
す
る
定
期
検
査
中
の
一
台
を
除
く
全
て
の
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
正
常
に
起
動
し
た
。
そ
の
後
、
津
波
の
到
達
に
よ
り
、
第
六
号
機
に
附
属
す
る
一
台
を
除
く
全
て

の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
喪
失
し
、
同
号
機
及
び
同
号
機
か
ら
電
源
融
通
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
第
五
号

機
を
除
く
第
一
号
機
か
ら
第
四
号
機
ま
で
に
お
い
て
、
全
交
流
電
源
を
喪
失
す
る
に
至
っ
た
。

五
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
工
事
が
休
止
し
た
た
め
運
転
開
始
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
建
設
中
の
原
子

力
発
電
所
は
、
中
国
電
力
株
式
会
社
島
根
原
子
力
発
電
所
第
三
号
機
の
み
で
あ
る
が
、
同
号
機
の
運
転
開
始
時
期
の
遅
れ
に

よ
り
関
係
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
出
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二


